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＜風しんの発生状況＞
関東地方を中心に３０～５０歳代男性の風しん患者数が大幅に増加しており、平成３１年の第１

～１２週の風しん患者数は、１，０３３人となり、昨年度の１０倍以上、１,０００人を越えました。

県内では、福島市内の３０歳代～５０歳代の男性が相次いで風しんと診断され、１２週には相双

地区の３０歳代の男性が風しんと診断されました。

＜風しんについて＞
風しんは、軽い風邪症状で始まり、発疹、発熱、後頭部リンパ節腫脹などが主症状です。脳炎

や血小板減少性紫斑病を合併することもあります。特に成人で発症した場合、高熱や発疹が長

く続いたり、関節痛を認めるなど、小児より重症化することがあります。

また、妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、お腹の中の赤ちゃんにも感染し、赤ちゃんが病気

（先天性風しん症候群）を持って生まれる可能性があります。

＜予防接種について＞

麻しん・風しんワクチンを受けましょう
、定期予防接種の時期・対象者

１期 １歳以上２歳未満

２期 小学校就学前の１年間 （年度内に６歳になる者）

市町村によっては、

妊娠を希望する女性・その配偶者等

風しんの 抗体検査受検費用や予防接種費用

を助成している場合もあります。

お住まいの市町村へお問い合わせください。

「県南地域感染症情報」に関する御意見､御質問等はＦＡＸまたはメールでお願いします。

メール返信の方は、右の「感染症情報連携シート」をクリックして記載願います。

県南保健所生活衛生部医療薬事課

ＦＡＸ０２４８－２３－１２５２ メールアドレス kansen_kennan@pref.fukushima.lg.jp

感染症情報連携シート

★ 医療機関の皆様へ ★

１ 風しんを診断した場合は直ちに保健所に届出と行政検査の

協力をお願いします。

２ 発熱や発疹を呈する患者が受診した際は、予防接種歴を

確認 するなど風しんを意識した診療をお願いします。

また、風しんの感染力の 強さに鑑みた院内感染対策を

お願いします。

福島県ホームページ

風しんに気をつけましょう
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045a/kansenkangokansen21.ht

ml

県内で風しんが発生しています。

http://www.task-asp.net/cu/eg/lar070009.task?app=201600026



